
●
は
じ
め
に

通
貨
危
機
は
、
一
九
九
○
年
代
以
降
を
と
っ
て

も
、
一
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
危
機
、
一
九
九
四
年

の
メ
キ
シ
コ
通
貨
危
機
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
、
一
九
九
八
年
の
ロ
シ
ア
通
貨
危
機
、

二
○
○
一
〜
二
○
○
二
年
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
通
貨

危
機
と
頻
発
し
て
お
り
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理

解
は
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
既
存
の
理

論
分
析
は
、
参
考
文
献
①
の
分
類
に
従
っ
て
大
き

の
分
類
に
従
っ
て
大
き

に
従
っ
て
大
き

く
三
つ
に
分
け
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

け
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

参
考
文
献
②
お
よ
び
③
に
代
表
さ
れ
る
「
第
一

世
代
」
モ
デ
ル
は
、
固
定
レ
ー
ト
の
過
大
評
価
と

の
過
大
評
価
と

過
大
評
価
と

評
価
と

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
が
不
可
避
な
状
況
で
、

の
発
生
が
不
可
避
な
状
況
で
、

が
不
可
避
な
状
況
で
、

通
貨
危
機
が
必
然
的
に
生
じ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

こ
の
モ
デ
ル
は
、
マ
ク
ロ
経
済
状
況
が
悪
化
し
、

政
府
が
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
で
き
な
い
状
況
下
で
の

危
機
、
例
え
ば
一
九
九
四
年
の
メ
キ
シ
コ
通
貨
危

機
や
一
九
九
八
年
の
ロ
シ
ア
通
貨
危
機
な
ど
を
う

ま
く
説
明
す
る
が
、
一
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
危
機

の
際
、
イ
ギ
リ
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
マ
ク
ロ
経
済
状

況
は
そ
れ
ほ
ど
悪
化
し
て
い
な
か
っ
た
。

参
考
文
献
④
に
代
表
さ
れ
る
「
第
二
世
代
」
モ

デ
ル
は
、
投
機
家
の
市
場
に
対
す
る
期
待
が
自
己

実
現
し
て
し
ま
い
、
本
来
で
あ
れ
ば
危
機
に
至
ら

な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
巨
額
の
投
機
に
よ
っ
て
危

機
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
現
象
、
た
と
え
ば
一
九
九

二
年
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
危
機
の
状
況
を
よ
く
説
明
す
る
。

し
か
し
、「
第
二
世
代
」
モ
デ
ル
に
お
い
て
自
己

実
現
的
危
機
が
生
じ
る
の
は
、
危
機
を
回
避
す
る

た
め
の
政
策
が
大
き
な
コ
ス
ト
を
伴
う
状
況
、
た

と
え
ば
金
利
の
引
き
上
げ
に
よ
る
景
気
後
退
が
も

と
も
と
高
か
っ
た
失
業
率
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
よ
う
な
状
況
に
限
ら
れ
る
。
一
九
九
七
年

の
通
貨
危
機
直
前
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
経
済
は

基
本
的
に
順
調
で
あ
り
、
通
貨
防
衛
の
コ
ス
ト
を

増
大
さ
せ
る
よ
う
な
特
段
の
問
題
は
生
じ
て
い
な

か
っ
た
。

参
考
文
献
①
に
代
表
さ
れ
る
「
第
三
世
代
」
モ

デ
ル
は
、
危
機
が
投
資
家
の
期
待
に
よ
っ
て
自
己

実
現
す
る
点
で
は
「
第
二
世
代
」
モ
デ
ル
と
共
通

す
る
。
他
方
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
際
、
危
機
に

あ
っ
た
各
国
が
巨
額
の
外
貨
建
て
債
務
を
負
っ
て

お
り
、
通
貨
危
機
に
伴
っ
て
金
融
危
機
が
生
じ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
金
融
市
場
の
不
完
全
性
が
危
機

に
至
る
過
程
で
重
要
な
役
割
を
持
つ
こ
と
を
強
調

す
る
。
そ
し
て
、
外
国
投
資
家
が
将
来
に
対
し
て

悲
観
的
な
予
想
を
も
ち
、
そ
の
結
果
外
国
か
ら
の

資
金
流
入
が
途
絶
、
逆
に
資
金
が
流
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
通
貨
・
金
融
危
機
が
発
生
し
て
外
国
投

資
家
の
予
想
が
現
実
化
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

「
第
三
世
代
」
モ
デ
ル
の
中
に
は
、
た
と
え
ば

参
考
文
献
⑤
の
よ
う
に
、
現
時
点
の
通
貨
価
値
の

下
落
が
将
来
の
生
産
縮
小
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
予

想
が
通
貨
価
値
の
下
落
を
正
当
化
す
る
と
い
う
、

貨
幣
的
な
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
も
行
わ
れ
て
い
る
。

通
貨
危
機
が
こ
の
よ
う
な
貨
幣
的
現
象
、
す
な
わ

ち
、
過
剰
な
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
に
よ
る
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
に
は
、

適
切
な
金
融
政
策
に
よ
っ
て
危
機
を
回
避
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
参
考
文
献
①

の
世
界
は
貨
幣
の
存
在
し
な
い
純
粋
に
実
物
的
な

も
の
で
、
金
融
政
策
の
余
地
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

こ
の
ク
ル
ー
グ
マ
ン
的
な
状
況
が
現
実
に
あ
る
場

合
、
そ
の
経
済
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
況
に
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
参
考
文
献
①
で
は
時
間
を
通
じ
た
動

学
的
均
衡
の
存
在
が
完
全
に
示
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
よ
う
な
危
機
の
可
能
性
が
現
実
問
題

と
し
て
ど
の
程
度
あ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

の
程
度
あ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
ク
ル
ー
グ
マ
ン
モ
デ
ル
で
は
企
業
の
借
入

ク
ル
ー
グ
マ
ン
「
第
三
世
代
」
モ
デ
ル
の
再
検
討

特集／開発途上国における金融的脆弱性
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額
が
借
入
時
点
で
の
企
業
の
純
資
産
額
の
一
定
割

合
に
制
約
さ
れ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
事
前
担
保

制
約
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
の
契
約

で
は
広
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
理
論
的
な
正
当
化

の
点
で
は
、
将
来
の
返
済
額
が
将
来
の
企
業
価
値

の
一
定
割
合
に
制
約
さ
れ
る
と
す
る
事
後
担
保
制

約
に
比
べ
て
難
し
い
。
こ
の
担
保
制
約
の
違
い
が

結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
も
、
議
論
の
普

遍
性
を
確
か
め
る
た
め
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

参
考
文
献
⑥
で
は
、
ク
ル
ー
グ
マ
ン
モ
デ
ル
の

基
本
的
性
質
を
引
き
つ
い
だ
簡
単
な
小
国
開
放
経

済
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
危
機
均
衡
の
詳
細
な
存
在

条
件
な
ど
を
分
析
し
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
概
略

を
紹
介
す
る
。

●
モ
デ
ル
の
概
略
と
主
な
結
果

モ
デ
ル
は
、
労
働
者
、
企
業
家
、
お
よ
び
同
質

的
競
争
企
業
か
ら
な
る
無
限
期
間
の
小
国
開
放
経

済
モ
デ
ル
で
あ
る
。
最
終
財
を
生
産
す
る
企
業
に

は
マ
ー
シ
ャ
ル
的
外
部
性
が
働
く
と
仮
定
す
る
こ

と
で
、
資
本
の
限
界
生
産
力
が
常
に
一
定
で
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
内
生
的
経
済
成
長
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
る
。
労
働
者
は
各
時
点
で
当
該
一
時
点
の
み
の

効
用
最
大
化
を
行
い
、
労
働
供
給
は
非
弾
力
的
、

コ
ブ
＝
ダ
グ
ラ
ス
型
の
効
用
関
数
を
仮
定
し
て
輸

入
性
向
（
所
得
に
対
す
る
輸
入
財
消
費
額
の
割

合
）
は
一
定
で
あ
る
と
す
る
。
貯
蓄
・
投
資
主
体

で
あ
る
企
業
家
は
、
輸
入
財
の
み
を
消
費
し
、
自

国
財
の
み
を
投
資
に
用
い
て
、
時
間
を
通
じ
た
生

涯
効
用
の
最
大
化
を
行
う
。
輸
入
財
消
費
に
関
す

る
瞬
時
効
用
関
数
を
対
数
関
数
と
仮
定
し
、
保
有

資
産
に
対
す
る
消
費
性
向
が
一
定
で
あ
る
と
す
る
。

単
純
化
の
た
め
に
、
外
国
に
よ
る
自
国
輸
出
財
に

対
す
る
需
要
は
、
総
生
産
額
お
よ
び
邦
貨
建
実
質

為
替
レ
ー
ト
に
比
例
す
る
と
仮
定
す
る
。

企
業
家
は
自
己
資
金
と
外
国
か
ら
の
借
入
（
通

常
の
債
務
契
約
を
仮
定
）
に
よ
っ
て
投
資
を
行
う

が
、
外
国
か
ら
の
借
入
に
対
し
て
は
、
次
の
二
つ

の
制
約
を
考
察
す
る
。
ひ
と
つ
は
通
常
の
事
後
担

保
制
約
、
す
な
わ
ち
、
元
本
を
含
む
総
返
済
額
が

返
済
時
点
で
の
純
資
産
額
の
一
定
割
合
以
下
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
制
約
で
あ
る
。
参
考
文
献

⑥
で
は
こ
れ
に
加
え
て
、
借
入
時
点
で
の
純
資
産

額
が
負
で
あ
る
企
業
家
は
新
規
の
借
入
が
で
き
な

い
と
い
う
制
約
（
以
下
で
は
「
破
綻
企
業
制
約
」

と
呼
ぶ
）
も
合
わ
せ
て
考
え
る
。
破
綻
企
業
制
約

は
基
本
的
に
は
上
記
の
事
前
担
保
制
約
の
一
変
種

で
あ
り
、
直
感
的
に
は
も
っ
と
も
ら
し
い
も
の
で

は
あ
る
が
、
理
論
的
正
当
化
は
簡
単
で
は
な
い

（
に
も
か
か
わ
ら
ず
考
察
の
対
象
に
加
え
る
理
由

は
、
以
下
の
考
察
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
）。

以
上
の
設
定
の
下
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
危
機
均
衡
は
破
綻
企
業
制
約
が
存
在
す

る
と
き
、
ま
た
そ
の
と
き
に
限
っ
て
存
在
し
、
事

後
担
保
制
約
だ
け
で
は
決
し
て
存
在
し
な
い
。
そ

の
直
感
的
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
図
１
は
横

軸
に
企
業
家
の
投
資
額
Ｉ
、
縦
軸
に
自
国
財
建
て

の
実
質
為
替
レ
ー
ト
を
と
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
IS
曲
線
は
企
業
家
の
借
入
制
約
か
ら
導

か
れ
る
投
資
関
数
で
あ
り
、
下
部
の
右
上
が
り
の

曲
線
部
分
は
事
後
担
保
制
約
か
ら
、
上
部
の
縦
軸

上
の
垂
直
部
分
は
破
綻
企
業
制
約
か
ら
導
か
れ
る
。

現
在
時
点
で
の
為
替
レ
ー
ト
の
減
価
に
よ
り
、
将

来
時
点
で
元
の
定
常
レ
ー
ト
で
あ
る
１
に
増
価
す

る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
為
替
差
益
が
生
じ
る
た

め
、
企
業
家
投
資
の
外
貨
建
収
益
率
は
為
替
レ
ー

ト
が
減
価
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
。
そ
の

結
果
、
為
替
レ
ー
ト
が
eB

の
水
準
以
上
に
な
る

と
事
後
借
入
制
約
は
有
効
で
な
く
な
り
、
追
加
担

保
な
し
で
い
く
ら
で
も
借
入
が
可
能
と
な
り
、
投

資
は
無
限
大
と
な
る
。
マ
ク
ロ
経
済
の
均
衡
は
IS

曲
線
と
、
自
国
財
の
需
給
均
等
条
件
か
ら
導
か
れ

る
BP
曲
線
と
の
交
点
で
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
借

入
制
約
が
事
後
担
保
制
約
の
み
の
場
合
、
定
常
均

衡
が
唯
一
の
均
衡
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
破
綻
企
業
制
約
が
存
在
す
る

場
合
、
為
替
レ
ー
ト
が
eL

の
水
準
以
上
と
な
る

と
、
現
在
時
点
で
の
企
業
家
純
資
産
が
負
と
な
る

た
め
、
投
資
収
益
率
は
き
わ
め
て
大
き
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
新
規
融
資
は
行
わ
れ
ず
、
投
資
は
ゼ
ロ

と
な
っ
て
し
ま
い
、
IS
曲
線
は
縦
軸
上
の
直
線
と

な
る
。
よ
っ
て
縦
軸
と
BP
曲
線
と
の
交
点
が
も
う

一
つ
の
均
衡
（
危
機
均
衡
）
と
な
り
、
為
替
レ
ー

ト
は
、
投
資
の
減
少
を
輸
出
の
増
加
で
補
う
た
め

に
、
eC

の
水
準
へ
と
大
幅
に
減
価
す
る
。
均
衡
が

複
数
あ
る
場
合
、
ど
ち
ら
の
均
衡
が
実
現
す
る
の

か
は
、
人
々
の
期
待
に
依
存
す
る
。

危
機
均
衡
が
存
在
す
る
の
は
、
破
綻
企
業
制
約

の
存
在
に
加
え
て
、
企
業
家
が
破
綻
す
る
為
替
レ

ー
ト
eL

が
投
資
ゼ
ロ
で
自
国
財
の
需
給
が
均
等
化

す
る
為
替
レ
ー
ト
eC

よ
り
も
小
さ
い
と
き
に
限
ら

れ
る
。
こ
の
条
件
と
各
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
の
関
係

i1

e1

0

IS

IS

BP
1

eL
ec

危機均衡

定常均衡

eB

図 1����������　���������定常均衡と危機均衡
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を
調
べ
る
と
、
①
輸
入
性
向
が
小
さ
く
、
②
消
費

性
向
が
小
さ
く
、
③
世
界
利
子
率
が
低
く
、
④
事

後
担
保
制
約
が
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
場
合
に
、
危

機
均
衡
が
存
在
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

ら
の
条
件
が
成
り
立
つ
と
、
定
常
均
衡
に
お
い
て
い
て

自
国
財
需
要
に
占
め
る
投
資
の
割
合
が
大
き
く
な

る
た
め
、
投
資
の
消
滅
に
よ
っ
て
需
給
均
等
為
替

レ
ー
ト
が
よ
り
大
き
く
減
価
す
る
の
で
あ
る
。

簡
単
な
モ
デ
ル
の
拡
張
に
よ
り
、
⑤
外
国
の
輸

に
よ
り
、
⑤
外
国
の
輸

よ
り
、
⑤
外
国
の
輸

出
財
需
要
の
価
格
弾
力
性
が
小
さ
く
、
⑥
労
働
供

給
の
賃
金
弾
力
性
が
小
さ
い
ほ
ど
危
機
均
衡
が
存

在
し
や
す
い
こ
と
も
わ
か
る
。
投
資
需
要
が
消
滅

し
た
際
に
、
輸
入
の
増
加
や
生
産
の
減
少
に
よ
る

調
整
が
難
し
け
れ
ば
難
し
い
ほ
ど
、
よ
り
大
き
な

輸
出
増
加
が
必
要
と
な
る
た
め
、
為
替
レ
ー
ト
の

大
幅
な
減
価
に
よ
っ
て
危
機
均
衡
が
生
じ
や
す
く

な
る
の
で
あ
る
。

参
考
文
献
⑥
で
は
さ
ら
に
、
企
業
家
が
初
期
時

点
で
過
度
の
負
債
を
負
っ
て
い
る
状
況
も
考
察
し

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
図
２
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

事
後
担
保
制
約
の
下
で
の
IS
曲
線
が
右
下
が
り
、

す
な
わ
ち
、
為
替
レ
ー
ト
が
減
価
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
外
貨
建
て
負
債
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
借
入

可
能
額
は
小
さ
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
危
機
均
衡

が
唯
一
の
均
衡
と
な
る
。
外
国
資
本
が
不
動
産
バ

ブ
ル
や
過
度
に
楽
観
的
な
投
資
に
向
け
ら
れ
、
結

果
的
に
過
剰
債
務
を
負
っ
た
経
済
は
、
必
然
的
に

通
貨
・
金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
結
果
は
、

マ
ク
ロ
経
済
状
況
の
悪
化
が
必
然
的
に
通
貨
危
機

を
も
た
ら
す
第
一
世
代
モ
デ
ル
と
類
似
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
は
完
全
に
実
物
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
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金
融
政
策
を
直
接
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

為
替
防
衛
の
た
め
に
通
常
行
わ
れ
る
金
融
引
き
締

め
は
、
民
間
消
費
の
縮
小
を
通
じ
て
、
か
え
っ
て

為
替
レ
ー
ト
の
急
落
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
国
内
物
価
の
下
落
は
、
実
質
為
替
レ
ー
ト
の

下
落
を
防
ぐ
代
わ
り
に
デ
ッ
ト
・
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
金
融
危
機
を
招

く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
拡
張
的
財
政

政
策
は
、
自
国
財
の
需
要
を
増
や
す
も
の
で
あ
る

限
り
、
実
質
為
替
レ
ー
ト
の
急
落
を
防
い
で
危
機

を
回
避
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

●
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ク
ル
ー
グ
マ
ン
「
第
三
世
代
」
モ

デ
ル
の
再
検
討
を
行
い
、
通
貨
・
金
融
危
機
が
生

じ
る
た
め
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
中
で

最
も
重
要
な
点
は
、
借
入
制
約
が
将
来
の
返
済
可

能
性
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
後
担
保
制
約
だ
け
で
は
、

定
常
均
衡
と
危
機
均
衡
と
が
共
存
す
る
こ
と
は
な

く
、
借
入
時
点
で
の
純
資
産
額
が
直
接
借
入
額
に

制
約
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
、
参
考
文
献
⑥
に
あ
る
「
破
綻
企
業
」
制
約

は
、
既
存
企
業
が
破
綻
し
て
し
ま
う
と
経
済
全
体

で
投
資
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
、
新
規

参
入
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
暗
黙
に
仮
定
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る
条
件
に
つ
い
て
、

金
融
市
場
の
ミ
ク
ロ
構
造
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す

る
こ
と
が
、
将
来
の
課
題
と
な
る
。

（ 

い
し
は
ら　

ひ
で
ひ
こ
／
専
修
大
学
経
済
学

部
准
教
授
）
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